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定期検驚巡問日程

日程 会 場

9月29日 平獄市中央農協旭究所

9月30B (前)平車市立城島公設館

{後)平底市中央農協潤崎主主菅

10月 1臼(前)平家市立豊沼公民館

{按)平援市中央農協金問支所

10月 2日(前〉平塚市立土髭公民館

(後) タ 松原公民館

10月月 5日 。
10月6B 平塚市中央農協中僚出張所

10月 7日 平塚市立金容公民館

10月 88 1- 富士見公民務

10月 9日夕

10月 13日 神奈川県平塚合間庁舎

10月14日 四之溜公民館

10月 15日 平塚市立神回公民館

10月拓自 ク 花水公民館

10月17日。
10月2C日 平塚罰輪場

10月21B ク

10月22日 平塚市立見付合体荷怨

10月23日。
10月24日。
10!'l27B ~ 
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ク 10時半"-'12時 ・豊原公民館

午後 2 時~3時正 ・諏訪問丁会担

" 3 時半~4時半@上正塚公民的
9月24呂(水〉午前9時半-..-10時半・万部貝塚田地上仁会所

午後 2 時~3 時半 ・公所部藩公民館

タ 5 時半~4 時半・民会所

9 月 3C 民(ゾく)能 9 時半~10時半 a 宮沢公民館
午後 2時~3時単 e 上吉沢部溶策会所

ク 5 時半~4 時半・下吉沢背年金

10月 7日(火)午前ヲ時三と----10時半・広日日部落覧会所

"悔半~12時 ・金回公民舘

午後 2時~3時半 ・真田青年会鵠

?- 3 時士ど ~4 時半・腎榔部落委事会

月1日(ノり守的 9時半""'-'10時半・黒部宮社務帯

。10時半""'12時 ・花水会館

午後 2時~3時半 ・海岸匙主主釘J会どなお1
ク 3時三す時半・出広町内会館

-・ &企偏旬，・..

込.9月30留までに徐纏ハガキに、住民、提

唱電話を甥記、また由停での昭和し込みは磁定人員

と代表者を甥総下記ヘ 先鷲願でしめ窃ります.

既日

癒コース・市庁禽玄術前9持集合一競輪場一進教学

間象鍵研究所東海大学{侵食〕一大縛滑縛作製

場ご消鈎劉練場{県営水滋寒川水灘ー鴻入ヱ換団地 ? 
~爾役所前{解散)

鑓応 募・務内磨伎の潟甜才以上の人 150人まで 務費 用園敏料(ただしよ之質問の畢食代必襲}

応募先・平塚市浅間田T9番 1号平塚市役所広報課へ
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害
を
想

定
し
て
白
机
上
作
戦
。
地
図
の
上
に
当

る
ど
い
限
が
光
る
。
消
防
車
が
す
イ
レ

y
安
時
丹
時
し
な
か
ら
、
ぞ
く
矛
ξ
と
災

盟
百
現
場
(
市
役
所
前
)
に
怯
結
。
勢
そ

ろ
い
し
F満
防
車
二
十
九
台
、
部
品
陣
民

宣
言
名
。

<36> 

的
を
果
た
し
て
終
わ
っ
た
が
、

災
害
に
対
ず
る
守
b
は
大
丈
夫
だ
ろ
亨
一
コ

か
鳴
も
ち
ろ
ん
稿
防
で
は
、
と
れ
で
よ

し
い
は
し
て
い
な
い

J
ー
閣
の
、
忘
れ

た
己
九
に
や
っ
て
く
る
災
害
に
構
え
て

日
夜
制
親
守
盛
ね
、
そ
の
守
り
を
鼠
め

て
い
る
。

刻
々
は
い
る
。

が
と
ぷ
。
抗
上
の
地
図
に
、
貴
い

入
る
よ
う
な
騒
が
モ
ヂ
か
れ
る
。

左
上
・
情
肪
車
、
ぞ
く
ぞ
く
事

結
。
一
番
通
い
分
間
凶
か
ら
で
も
わ

ず
か
十
数
分
。
国
朝
だ
か
b
よ
い

が
、
吏
適
時
措
白
と
き
は
あ
そ
ろ

し
い
。

中
下
・
新
題
対
中
拙
剤
む
火
災
に

威
力
を
発
揮
す
る
化
草
稿
防
。

(
消
お
聾
法
大
A
闘
で
)

F
i
t
p
f
よ
b
f
k
f
s
t
i
r
i

閣ところ・嬢平塚合間庁舎

書題対 象 e北海i蓋東北出身者

蓄量申 込・氏名、年幸弘、住所、数

務先、出身機械記暴

往復はがきで下記へ

昨年ひらつか識で313iJ河がよせられましたf
世0うゆ由不幸をt.d t.、みんながしあわせに者るように山吋



ず
が
る
に
制
問
で
雷
墨
保
障
と
し
て
ぷ
泰
守
ん
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
郵
便
麗
の
簡
易
保
険
で
は
、
九
万
一
臼
か
ら
新

ら
し
く
構
寄
探
険
(
特
約
)
を
虫
剤
絡
し
$
昔
。
最
近
、
交

遜
事
故
中
廓
拍
由
災
警
が
増
5

え
て
い
ま
す
白
で
ζ
れ
ら
の
揮

響
暴
故
昔
、
簡
単
な
卓
続
き
シ
宅
き
る
戸
げ
安
い
保
融
掛
で

保
障
し
よ
う
と
い
う
む
が
ζ
の
保
険
モ
7
0
ζ
の
癌
豊
百
慌
険

は
、
今
ま
で
の
鰭
易
保
険
に
セ
ヅ
ト
ず
る
特
約
方
式
に
し
て

い
ま
テ
。
高
害
時
酷
(
特
約
)
の
し
あ
b
ま
し
は
、
次
む
と
お

D
で
す
e

21 
あさ号待30分

撃

の
区
別
の
な
い
道
路
空
券
く
と
索
活
に
注
意
し
な
が
議
新
し
事
レ
た
。

い
か
ら
と
い
っ
て
左
手
で
お
や
の
苧
第
6
開
?
ぼ
く
は
自
転
車
に
乗
っ
て

を
ひ
い
て
石
は
じ
を
通
D
ま
す
。
変
蓋
ド
翠
右
前
古
る
と
吾
は
な
る
べ

平
塚
市
護
塞
愛
情
主
蝉
崎
市
営
製
は
が
き
に
別
簡
の
よ
う
に
受
第
2
問
?
わ
た
し
は
パ
ス
で
退
学
〈
逗
唱
す
る
よ
フ
に
重
点
者
通
白

安
全
謀
、
平
塚
警
察
審
持
縫
菅
、
い
住
務
職
業
(
児
童
は
苧
校
名
と
学
年
)
し
て
い
ま
す
。
パ
ス
か
ら
陣
b
る
と
ま
ず
@

宅
金
与
の
夜
、
治
安
全
教
室
V

も
怠
れ
ず
に
記
入
の
ζ

と
。
い
つ
も
パ
ス
草
壁
し
な
い
う
ち
に
手
間
。
高
撃
の
お
見
え
は
南

1
1
・
ス
ト
ッ
プ
ク
イ
ズ
霊
童
霊
長
e
平

塚

市

平

塚

新

椙

九

主

主

事

露

主

す

。

官

、

コ

1
老
け
か
喜
志
、
日

を

実

施

す

る

。

三

第

5
問
・
わ
た
ん
は
、
花
子
さ
ん
と
転
日
早
を
片
手
運
転
じ
て
学
説
へ
好
意

交
通
安
全
薮
膏

の

一

!

?

君

襲

安

全

警

話

:

止

ま

初

の

試

み

で

、

主

れ

M

の
標
識
の
立

揮

系

学

生

以

下

勘

九

尚

F
3
コ酔
F
Z
K
A
S

室
戸
i

〉
細
っ
て
い
る
場
所
で

露

撃

褒

Z

3

A

ザ

4
4

日

j
H暗
雲

費

諸

辺

は

、

自

転

車

も

一

輩
。
ふ
る
っ
て
応

ι

a

a

e

時
と
ま
ら
な
け
れ

事

を

・

平

塚

市

交

通

安

全

掛

金

ゴ

1
・
ス
の
約
寅
の
時
聞
記
間
に
あ
わ
な
い
こ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
露
9
問
@
お
母
さ

翼
民
第
一
間
宮
高
一
号
ト
ッ
プ
ク
イ
ズ
持
と
は
知
っ
て
い
ま
主
街
、
ま
わ
タ
ん
は
坊
や
を
お
ぶ
っ
て
窃
転
車
に
乗

っ
ぷ
劃
劃
引
引
出
ャ
し
め
智
・
九
月
三
十
自
の
書
道
主
て
霊
彦
選
り
ま
し
た
e

っ
て
書
画
へ
連
れ
て
霊
草
子
レ

一
袋
し
し
し
山
一
n
Q
F
i
h
o
h
，

一

ま

セ

有

効

。

第

A-
題
・
鴨
宮
町
太
泌
さ
ん
や
一
一
た
。

一
加
一
二
ご
一
一
一
一
一
一
一
一
一
五
手
広
報
ひ
ぞ
か
十
五
両
市
隠
さ
ん
は
、
学
校
か
ら
雪
道
路
軍
間
同
会
号
機
白
灯
火
の
並
べ
方

一郎

i
i
3
1
8
9刊
一
マ
霊
・
入
選
玄
人
ま
皇
室
贈
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
ん
で
は
、
向
っ
て
お
か
ら
苧
買
・
背
白

一

制

平

塚

市

競

崎

一

一

当

一

星

亘

書

量

の

警

は

抽

選

。

い

ま

す

。

騎

手

・

一

:

遠

藤

嵩

土

手

一

門

ゴ

1
・
ス
ト
ッ
プ
ク
イ
ズ
〕
第
5
間
・
開
守
は
掻
辱
機
の
灯
火
が

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
-
L

第
1
問
・
お
母
さ
ん
は
、
辞
車
道
赤
の
点
め
つ
仁
な
っ
て
い
た
の
で
車

で
、
氏
名
、
性
別
、
生
時
月
目
、

務
先
そ
明
記
、
浅
間
町
九

1
3

市
役
民
会
部
青
少
年
間
師
、

マ
し
め
切
り
・
昭
和
四
斗
四
埠
」
河
一

十
日
(
月
)

マ
賞
・
特
選
一
匹
、
様
労
賞
二
品
、
山

作
七
名

マ田町稿・
m吋内
r
一FAめ
六
枚
以
内

〈
わ
し
い
ζ
と
は
で
ELmμ
・一

O
O
内
組
一
…
一
一
七
育
川
暁
へ
。

O
O
A
V
O
Q
A
V
 

V

真
田
橋
が
車
両

全
面
交
通
止
め

0

0

0

0
〈

V

O

神
奈
川
県
平
塘
土
木
事
務
所
で
は
、

(
大
派
川
)

おとな
こども

「
駅
弁
マ
一
一

瓜
生

忠
夫
書吾



を
開
僚
、
関
係
行
政
庁
、
関
係
諸
問
品

お
よ
び
学
識
経
験
者
の
協
力
の
も
と
に

全
菌
的
な
運
動
と
し
て
野
犬
一
掃
遼
務

を
展
開
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
犬
に
起
因
す
る
被
害
は
本

来
、
人
が
飼
っ
て
い
た
犬
に
よ
る
も
の

で
、
モ
田
被
害
む
烹
な
も
の
は
無
潰
屈

な
制
督
、
つ
ま
D
犬
の
放
し
飼
い
に
よ

る
殺
害
や
、
不
用
に
な
っ
た
犬
世
搭
て

や
ま
1

為
月
い
っ
ぱ
い
全
国
い
っ
せ
一
故
由
来
履
け
は
乙
の
5福
は
あ
る
と
み
一
白
生
活
環
培
上
の
公
害
と
し
て
、
し
は
一
る
こ
と
か
ら
桑
集
し
た
野
犬
に
よ
る
被

い
に
野
犬
一
掃
選
溺
が
震
関
古
れ
て
い

4

ら
れ
、
全
国
の
保
睡
所
に
持
ち
込
ま
れ
一
し
ば
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
担
、
市
民
一
害
な
P
で
あ
夕
、
犬
を
泊
朝
う
人
の
正
し

-
そ
ら
運
動
の
お
も
な
内
容
は
、
主
義
車
電
車
間
約
十
八
万
症
も
室
控
室
事
え
て
訟
を
は
一
い
餌
育
方
法
の
自
覚
と
認
識
が
存
れ

続

島

館

一

野

犬

の

捕

獲

、

@

不

用

犬

四

引

者

数

D
一

透

し

て

い

る

。

一

事

実

だ

e

一
ば
、
犬
の
捕
獲
を
い
く
ら
積
極
的
に
仔

回

か

民

館

一

③

犬

皇

じ

い

鰐

い

方

の

普

及

で

あ

り

一

ζ
の
よ
Y

つ
に
多
発
し
て
い
る
雲
霞
一

ζ
白
た
め
、
壁
警
は
昭
和
四
十
一
な
っ
て
主
田
被
害
議
ら
な
い
。

分

公

民

一

一

一

ザ

羽

田

在

公

一

告

書

す

る

舎

な

ど

へ

の

警

の

二

人

気

汚

染

、

騒

音

な

E
臨
む
意
味
土
産
度
か
ら
『
野
犬
義
重
量
一
そ
ら
で
、
若
号
〆
¥
領
官
つ
た
め
に

時

4
4

沢

発

廷

を

箆

C
1

市

民

の

不

安

を

解

摘

し

一

次

の

ょ

っ

な

事

安

心

守

っ

て

ほ

し

い

a

濃

古

館

一

一

者

め

J

鰭

館

民

館

一

音

寺

る

も

の

。

額

一

①

謹

・

2
式
寄
っ
き
は
、
必
ず
市

の

回

モ

民

民

開

公

民

一

近

摩

、

経

時

前

の

部

長

と

発

展

に

と

も

劇

札

一

同

阿

佐

都

議

生

課

か

樺

種

訴

で

を

揮

し

、

上

一

と

公

公

民

見

公

一

!

一

以

〈

湯

目

印

公

土

原

一

な

っ

て

震

の

善

L
明

言

力

て

き

る

側

一

護

軍

白

票

実

喜

輸

に

つ

け

畿

@

会

金

金

旭

宮

中

一

畜

犬

離

は

ま

ず

ま

ず

盛

ん

に

な

る

韻

向

い

い

一

る

。

け

機

関

同

日

目

B
日

一

に

あ

る

@

間

砧

一

@

予

防

注

射

2

草
必
ず
寄
駄
の
年

曲
相
撲
間
捕
時

4

5

6

7
一

現

在

、

狂

犬

病

予

防

法

に

よ

っ

て

登

わ

な

す

一

泊

狂

犬

荷

予

防

注

容

を

ま

つ

け

、

投

射

対

て

巡

時

行

月

一

鈎

も

一

盤

け

緩

臨

れ

9

9

9

一

睡

さ

れ

て

い

る

犬

同

市

空

白

千

一

一

が

は

玉

県

を

づ

け

る

・

一

百

沼

田

、

企

図

一

で

は

二

百

七

十

万

頭

に

も

犬

上

一

@

け

い

留

・

2

犬
は
放
し
飼
い
に
す
る
と

巾

ωι
一

お

よ

び

平

均

十

幕

に

一

演

の

割

合

で

醐

側

一

放

事

を

つ

け

、

更

に

譲

空

か

け

げ

は

や

ド

一

錦

わ

れ

て

い

る

。

来

百

一

る

の

で

、

常

に

才

日

に

λ
れ
る
か
、

y

川

同

制

一

し

か

し

な

が

ら

、

市

告

は

ま

だ

、

立

一

ナ

き

L
つ
な
い
で
お
く
。

Z
M一
吾

頭

以

上

も

の

宋

護

犬

が

鋳

わ

れ

酎

佐

一

④

襲

-z
犬
を
つ
れ
手
〈
主
は
、

開

何

十

一

て

い

る

義

定

菜

、

野

犬

祭

実

刊

措

一

い

つ

も

告

書

脚

壁

掛

く

よ

う

仁

子
氏
げ
一
病
予
防
の
よ
か
ら
も
登
録
e

予

防

注

射

溺

mu
一
し
つ
け
る
@

吉

岡

一

が

強

く

控

打

て

い

る

・

吋

一

恥

一

票

用

犬

・

2

軍
用
に
な
っ
た
造
、
必

前

吋

竺

一

有

名

よ

三

つ

に

多

襲

わ

れ

て

配

跡

一

ず

保

理

肝

で

引

き

取

っ

て

も

ら

い

、

捨

ぷ

旦

い

る

犬

に

よ

る

審

霊

童

援

物

、

主

主

る

こ

と

は

絶

対

に

や

め

る

ミ

最

和

問

一

明

晶

画

な

ど

の

被

害

は

平

塚

需

品

暗

所

管

内

州

制

一

⑮

犬

が

人

空

間

車

ん

だ

と

き

ze
犬
か
み
を

酬
明
射
す
昭
和
田
十
年
度
を
ピ
1
え

昭

市

輪

一

佼

ん

だ

と

き

は

、

必

ず

襲

師

め

診

断

問

題

十

二

年

に

は

四

十

七

件

、

昨

年

五

1

一

章

ぶ

つ

け

る

と

と

も

に

、

最

寄

D
の
時
蝿

十

二

件

と

概

つ

て

は

い

る

が

、

段

高

事

所

へ

届

け

る

こ

と

e

量豊回公民館

。10日真主公民銀横内策会 場

関原公民館

y 18日神田公民館

。19日 大野公民館松原公民熔

l' 20日 花水主主民館

9 21白須賀公民館

~ 22日 見附台武道空宮

。24日 !日四之宮公民館

(2酪閤巡回毘程)

? 11白金自公民館土露公民館

金問公民館

11月12日旭公民館吉町公民鑓

.. 138 窓会見公民館

" 科目中原公民開
.. 15臼城島公民館関崎公民館

盟国公民館

.. 17日真土公民館横内集会場

南原公民館

y 25日神間公民館

日開体診の急轡聖教うため、平塚

市医部会は東糧道舗を主義に交代診療

制度を申し合わせている。

盟第1・第3日輔自は南部!の医務

盟第 2.第4日開臼は北部jの底君主計

原到jとして診慣に応ずるζ とになっ

ている. r原則jであって都制こより

変更もある。告摺臼はあくまで休診

日であD、診療は緊急患者に限る」

とされている。

酷共済病院 “0・(32局内50)
輯平草車市農病説 (32局0015)
臨済生生病院‘。・ (31局0520)
睡沓輔君堂開院 (21局0346)
蝿禽間開焼 。..(21詔)570)

輯古君事病聖書 (21局ユヲ11)

• 31までに生まれた子。

そ白地(主主控18か月未満のもので 2
、回投与を受けていないもの)

欝時臆@各会場とも午後1時30分 か

ら午按ろ時まで

輔巡回民事霊

10月 16沼規公民館土沢中学校

10月 178 金 自 公 民 館 中 原 公 民 館

y 18日富士見公民館松原公民

態

。20白金田公民館設問公民館

" 21臼大野公民館構内集会場

{団地内)

y ~2 尽 神田公民館 i目白之宮公

民館

タ 23日須賀公民館花水公民館

。24目 見限台南道場

問中栄之ちゃん
たなかしげ噛き

合住所中主主下宿1020蓄周三

菱甜腐(揖}平塚Il在勤務自由

中須賀突さん (27)と蜜英子さ

ん (26)の長男・生投11'1.1¥月@
身長76ぜ・肱重什キロ あま白人

見知Dしないおばあちゃん子.

いつも博をふりまねし、男の子

パパやママも滋
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額対重農事③1li"43・11'1日から44'
4 .訪日までに生まれた赤ちゃん

(3回接種}官自召42'". 1 8から

43'4'308までに生れた子カ入 43
年軟に第1期を完了Lたもの。今回

は 2回めと o@]めになる。

鶴時間・各会場とも"3時3C分から15
時まで。

襲調巡箇諸事畢 ( 2回a)
9 Jl16日 羽田之慣公民館

.. 17臼大野公民総横内集 会 議

" 188 中原公民館
.. 1ヲ日 須賀公民館 才問く公民館

4' 2C目 見附色武道場

E霊巡函員事量 5固め

9月29白 金自公民盟ゴニ箆公民態

。30日 豊田公民館金田公民鑓

10月 1日岡崎公民館揖島公民線

。2日 旭公 民館 宮沢 公民館

" 3白神田公民館松原公民熔

" 4臼 富士見公民館

.. 6日 i日四之宮公民鎧

.. 7巨大野公民館構内集会場

f団地内〉
.. 8日中原公民館

.. 9日須賀公認館花水公 民 館

.. 11目 見限台諸道場
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φ'3 }苦から 1Eの者葬式E嘉数i式次のとおリ"

Lp吉宮自持から (35人以内〉

11 10符から ( 11. ) 

If 11時から( 11 ) 

/1 12符から (8告人以内〉

午後 1時から (50人以内〉

I! 2時から (35人以内〉

I! 3符からく ff ) 

I! 4絡がらを 11 ) 

φ10J苦からもお客機の希墾!こよ!:J

挙式慰霊まをふやす予定です



天神操、車師免i来憶、千手観役

音謀、観世昔三十三体燥など数

多〈の仏践を新潟あるいは貿い

求 めるなどして院議をつづけ

た。また弘法大白!iV'_)閉まと御衣

限装束なるものを高室涜iJ'己貸

し、受けて寺宝とした。

文政 5年十822)、iJ'W;l:来日
丹高野 山へ弓の慌に「授宝

寄り 「略法諮」という 2種のヨ

摺刊行物を主ち帯し、海道筋の人

ノ々に施守して出いた。略法語は

一般向きの教示で、光明真喜一を

唱えるととを説き、Ill'主E"見はや

や程度が高〈、十正直楽死見四十

八軽戒を教えて、入仏道の指示

としているなど、六す実主主化の活

動を行ζ なったc

長楽寺J兎内に、立盟国八十八箇

所に模した弘法大帽の小石像を

まつることを&l出したかれl士、
逐年宣言霞の散を増していてコた

iJ九%官主待たす本に文久元年

(1861) 7月 29B示去したo 8C 
揖であったとf汽える。

同寺の悪域に、必子の現定が

建てた印揺がある。それには

「中興前商学頭法印大和尚弘

説位j と勝ってある。
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溌転者は歩行者の保護骨
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